
滑川町教育委員会だより 
「学んでよかった町へ -チーム滑川での教育-」 

  

     
 

 

  
     

誰のために働くのか ～旅立つ人に向けて～ 
 

 最近、会社において社長交代の人事が報道され、新社長のコメントを聞くことがあり

ました。その中の２人の社長のコメントを紹介します。 

 まず、トヨタ自動車㈱は、佐藤恒治執行役員が社長に就任する人事を発表しました。

社長就任の決意として、佐藤氏は「新しい経営チームのテーマは『継承と進化』です。

創業の理念を大切にしながら、『商品と地域を軸にした経営』を実践し、モビリティ・カ

ンパニーへのフルモデルチェンジに取り組んでまいります。『もっといいクルマづくり』

と『町いちばんのクルマ屋』。新チームがやるべきことは、『実践』のスピードを上げて

いくことです」とコメントしています。 

 次に、ホンダ技研工業㈱は、三部敏宏専務取締役が社長に就任する人事を発表しまし

た。三部氏は、「変革の時代に、新しい価値観の拡がる世界において、新体制のもと、「技

術は人のため」という創業時から変わらない、社会課題解決への姿勢をさらに強めるこ

とで、持続した成長・進化を実現していきます。社会とともに成長し、進化し続けるホ

ンダにぜひご期待ください。」とコメントしています。 

 この２人の新社長のコメントの共通点は、「創業時から変わらない理念を継承するこ

と」、「地域とともに進化すること」です。このことは、学校教育や社会教育にも言える

ことです。今、滑川町の学校は、「地域とともにある学校づくり」を、社会教育は「地域

との協働」を推進しています。 

 実業家で、京セラ・第二電電（現・KDDI）創業者であり、経営破綻した日本航空の再建

にリーダーシップを発揮するなど、日本経済に大きく貢献した稲盛和夫氏は、「今日まで

86年間歩んでこられて、人生で一番大事なものは何だと感じていますか」と質問された

折に、「人生で一番大事なものは、どんな環境にあろうとも真面目に一所懸命生きること。

それともう１つは、やはり利他の心、皆を幸せにしてあげたいということを強く意識し

て、それを心の中に描いて生きていくことです」と答えられたそうです。 

稲盛氏は、日本航空を再建する際に、現場経験のない幹部 10名で、すべての経営方針

を決め、それまで指示していた企画部を廃止し、現場で働いたことのある人たちを幹部

に引き上げました。そして、「皆さんが目覚めて立ち上がり、自分たちで会社を立て直そ

うとしなければ誰もできませんよ」と、再建の主役は社員であるという当事者意識を植

えつけたそうです。また、稲盛氏が語り掛けたのは、「利他の心」だったそうです。「自

分だけがよければいい」と考える利己の心で判断すると、自分のことしか考えていない

ので、誰の協力も得られないし、自分中心ですから視野も狭くなり、間違った判断をし

てしまいます。一方、利他の心で判断すると「人によかれ」という心ですから、まわり

の人みんなが協力してくれますし、視野も広くなるので正しい判断ができるのです。 

より良い仕事をするためには、まわりの人のことを考え、思いやりに満ちた「利他の

心」に立って判断をすべきで、上記の２人の社長も同じ考えです。 

これが、「誰のために働くのか」の答えだと思います。「働」という字は「人のために

動く」とも捉えられます。 

【発行・編集】 
滑川町教育委員会 
TEL 0493-56-6907 

第 1４号 
Ｒ５．３月 

「３つの合言葉」元気・学び・会話 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
※ 滑川さくらまつり開催当日は、図書館前、エコミュージアムセンター前の駐車場は使用で

きません。総合グラウンド東側の臨時駐車場を御利用ください。 

 

毎年行っている「かるた大会」ですが、ルールとして、団体の場合は、「シンボル札」や「文化財札」
を集めると、得点が加算されます。今月は「文化財札」を紹介します。 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３月２５日（土）滑川さくらまつりでの教育委員会でのイベント！! 
!! 

📖 古本市と青空おはなし会を開催します 📖 
◆古本市 ＜図書館で不要となった本の無料配布（一人２０冊まで）＞ 

時  間：10:00～１６：００（本がなくなり次第終了） 

場  所：図書館入口付近（雨天時：図書館 2階展示スペース） 
 

◆青空おはなし会 

時  間 １回目：1１：00～ ／ ２回目：１３：００～ （各回２０分程度） 

場  所 図書館外 南側テラス（雨天時：図書館 2階視聴覚室（お申込みいただいた方のみ）） 

観覧席に限りがあります。席を希望の方は事前にお申込みください。なお、お申込みいた

だかなくても立見になりますが、観覧いただけます。[申込方法：電話(56-3433)、図書館窓口] 

 

滑川町のよさを知ろう！ 「滑川郷土かるた」を通して  №３ 

いつまでも ミヤコタナゴの すめる町 

泉福寺 郷土の誇り 阿弥陀様 

国の天然記念物ミヤコタナゴは、かつては関東地方に広くすんでいましたが、現在で

は滑川町のほか、数ヶ所にしかいません。いつまでもミヤコタナゴがすめるように、町内の

沼や川の環境をきれいに守っていきたいものです。 

八幡山泉福寺の阿弥陀堂には、阿弥陀如来・観音菩薩・勢至菩薩の三尊が安置されていま

す。本尊は穏やかで気品があり、ヒノキの割矧造で、定朝様がはっきりとでています。阿弥陀

如来は、国の重要文化財に、他の二仏は県指定の文化財になっています。                                                                                                                                                                                                           

須恵器焼いた 釜跡映す 五厘沼 

羽尾字平沼下にある五厘沼は、昔、この沼の付近に寺があって、その五輪塔が沼に映

ることから、五厘（輪）沼と呼ぶようになったといわれています。昭和 51 年に、五厘沼窯跡

群が確認され、発掘調査により、須恵器（灰色の素焼き）が出土しました。 

ミヤコタナゴ・町の文化財説明会を開催します 
時  間 １回目：10:00～ ／ 2回目：１4：0０～ （各回 20分程度） 

場  所 エコミュージアムセンター内 [問い合わせ：電話(57-1902)] 
ミヤコタナゴは関東地方にすみ、国の天然記念物として、大事に 
守られています。そんなミヤコタナゴの話や滑川町の文化財の説明を 
します。知らなかった滑川町のことを知るチャンスです。ぜひ、お越しください。 


